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トピックス 

 アジア防災センター（ADRC）は、2023年11月15日、「住民主体の津波対

策の現状と課題」をテーマに、今年度の津波セミナーを開催します。この

セミナーでは、日本、スリランカ、ベトナムの経験に焦点を当て、津波対

策の進展と課題について参加者間で議論を深めます。 

 

＜2023年度ADRCオンライン津波セミナー＞ 

 「住民主体の津波対策の現状と課題」 

＜日時＞ 

  2023年11月15日（水）14:00-15:30（JST、UTC＋９） 

＜津波セミナーウェブサイト＞ 

  https://www.adrc.asia/acdr/2023tsunami.php 

＜ZOOM登録リンク＞ 

  https://bit.ly/TsunamiSeminar  

 本セミナーの詳細、お申込みにつきましては、上記ウェブサイトからご

確認ください。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
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関係機関との協力推進 

 

トルコ地震被災地調査（兵

庫県 トルコ地震復旧・復

興応援プロジェクト） 

お知らせ 

 

¶ 2023年度ADRCオンライ

ン津波セミナーの開催 

 

¶ ADRC新メンバー国加盟 

－フィジー共和国－ 

 

¶ アジア防災会議2023が

開催されました 

●お知らせ 

2023年度ADRCオンライン津波セミナーの開催 

国際会議への参加 

 

第８回センチネルアジア

年次会合(JPTM)および第

29回アジア太平洋地域宇

宙機関会議(APRSAF-29)  

ADRC新メンバー国加盟 －フィジー共和国－ 

 フィジー共和国政府よりADRCメンバー国へ

の加盟申請があり、2023年10月１日から32番

目のメンバー国として迎え入れることになり

ました。ADRCはフィジー共和国の積極的な参

加を得て、今後より一層充実した防災活動に

取り組んでいきます。 
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 2023年10月20日、アジア防災会議2023（ADRC2023）がタジキスタン・ドゥシャンベにおいて開

催されました。当初は2020年に開催される予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大を受け

て、延期されていました。 

 本会議では、「効果的な防災対策の実施 - 防災分野におけるデジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）の推進-」と題して、タジキスタン緊急事態委員会（CoES）および内閣府との共催で開催

されました。ドゥシャンベには、メンバー国17か国、CoES職員をはじめ、国際機関、研究機関、

NGOなどからの多くの関係者に現地でご参加いただきました。またオンラインでは、現地に足を運

ぶことができなかったメンバー国７か国を含む111名の参加がありました。 

 各セッションの詳細な結果、会議当日の様子が確認できる動画サイトなどについては、次号で

お知らせいたします。本会議を共催いただいたタジキスタン政府をはじめ、ご参加いただきまし

た皆様には厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

トルコ地震被災地調査（兵庫県 トルコ地震復旧・復興応援プロジェクト） 

 ADRCは、2023年９月24日から10月２

日にかけてトルコを訪問し（現地滞在

６日間）、2023年２月に発生したトル

コ・シリア地震の被災地における教育

面の復興に関する現地調査を行いまし

た。本調査は兵庫県「トルコ地震復

旧・復興応援プロジェクト（ふるさと

ひょうご寄附金）」の支援を受け、兵

庫県立大学客員教授の諏訪清二氏と共

同で実施したものです。また、土日基

金のエミン・オズダマル氏にも多大な

るご協力をいただきました。 

 地震で被災したガジアンテプ県、カ

アジア防災会議2023が開催されました 

会議の様子 

●関係機関との協力推進 

ワークショップの様子（ハタイ県） 

ACDR2023の参加者 
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 インドネシアのジャカルタにおいて、

2023年９月17日から18日の期間にセンチネ

ルアジアの第８回年次会合（JPTM: Joint 

Project Team Meeting）が、９月19日から

22日まで日本の文部科学省、独立行政法人

宇宙航空研究開発機構 (JAXA) 、インドネ

シア国立研究革新庁（BRIN）の共催によ

り、第29回アジア太平洋地域宇宙機関会議

（APRSAF : Asia-Pacific Regional Space 

Agency Forum, APRSAF）が開催されまし

た。 

 ADRCは両方の会議に参加し、センチネル

アジアの活動に関する報告などを行いまし

た。JPTMの最初のプレゼンテーションとし

て、17日に開催されたパネルディスカッ

ションに登壇し、センチネルアジアの緊急

観測の対応状況や、提供された各種データに関するエンドユーザーの声について報告しました。

また、18日に開催された各機関からの報告については、センチネルアジアに加盟する各国で整備

中の緊急観測に係る手順マニュアル（SOP: Standard Operation Procedure）について、紹介を行

いました。 

 ADRCとしては、防災分野における宇宙技術の利活用に関する活動に、今後も積極的に参加いた

します。 

立部研究員によるプレゼンテーションの様子 

第８回センチネルアジア年次会合(JPTM)および第29回アジア太平洋地域宇宙機関会議(APRSAF-29)  

●国際会議への参加 

続き 

フラマンマラシュ県、ハタイ県の学校を訪問し、地震後の教育の状況や教員・子どもたちの様子に

ついてインタビューを行いました。また、教育関係者とのワークショップを行い、阪神・淡路大震

災や東日本大震災の教育現場の対応、復興への取り組みなどの経験をお伝えしました。 

 教員たちはいまだに震災の深い悲しみの渦中にありながらも、学校の再開と教育の継続、子ども

たちへのケアに懸命に努めていることがうかがえました。国民教育省（MoNE: Ministry of 

National Education）は地震直後から専門家の派遣や教員向けセミナーを通じて教員・子どもたち

のこころのケアを行っていますが、今後も息の長い復興のために現場の教員・子どもたちへの持続

的なサポートが求められます。さらに、今回の地震を受けた防災教育の再検討も求められていま

す。ADRCとしては、今後も教員・子どもたちとの交流などを通じて日本とトルコの災害の経験を共

有できる場づくりを検討していきます。 


